
樅の木会（デンソー山岳部ＯＢ会）

例会 報告者 青山 参加 ＣL　塚本（英）

４月度 個人 山行報告書 メンバー 　　青山

配布先 山域　西三河豊橋と新城の境界域山行日
総会参加数

山行：１ コースタイム（天候：雷雨後晴れ）
リーダー 　ルート図（地図を見て正確に） 塚本宅 7:00
原紙： 音羽Ｉｃ 7:55
会事務局 4月15日 財賀寺（駐） ８；２５

本堂 9:00
音羽ic （午後） 観音山頂上 9:40

仁王門 10:40
財賀寺（駐） 10:45
豊川Ｉｃ 11:30
ふれあいの森 11:50

豊川ic 4月15日 Ａコース 12:00
最後の鉄塔 12:23

（午前） 吉祥山頂 12:45
Ｃコース 13:15
ふれあいの森 14:30

（フリースペース）

確認

（リーダー）

塚本（英）

作成

（報告者）

青山

り途中の休憩所（吾妻家）着く１３：４５、少し下ると小さな沢があり堰堤に出ると林道の終点に着く１３：５８。林道を
下ると火煙協会の検査場を通過して吉祥山ふれあいの森に無事下山（１４：３０）でき豊川Ｉｃから高速道路で豊田南

下り大変楽しい山行となった。

眺望が良く本宮山及び東三河の山々一望出来、時には南アルプス及び富士山も見えるとの事、帰路はＣコースを

リーダー所見

を経て年金会館で入浴して塚本宅へ１６：３０無事に帰宅した。

歴史的に長い年月を感じる、財賀寺の本堂を後に、檜の大木の中、苔むした中を一時間程登ると観音山頂上に着き
心を洗われる静かな頂上である。叉吉祥山は駐車場よりＡコースを辿り頂上に着くとチョウの出迎えを受け３６０度

ら左折すると吉祥山ふれあいの森センター（トイレ、休憩所完備）に着く。登山支度をしてコースの看板を観てＡコース
を登りＣコースを下山路に決めてＡコースの登山を開始する。登り始めてすぐに鉄塔が現れる、５基の鉄塔を過ぎて
自然林の中に入るとCコースの分岐と吉祥山の案内板が目につく。登山道わきにたちつぼスミレの群落を観ながら
進むとＢコースの分岐に出会う。登山道はここから急坂を登ると、すぐに吉祥山山頂に着く。三等三角点が有り、狭
い山頂だが展望はすばらしい。豊橋方面に石巻山、神石山、新城市方面には本宮山、遠くに南アルプスの山々が
展望出来る景色はすばらしい・・・。頂上の展望を堪能して登頂記念撮影をして１３：１０　Ｃコースを下山路として下

本堂の右の智恵文殊菩薩像の裏道（林道）が観音山頂上への登山道になる（豊川自然遊歩道に入る）。
遊歩道を行くと岩屋ダムと財賀寺の分岐の標識に出会う、標識の頂上への→に従い頂上をめざすと約１０分で頂上
に到着した（９：４０）。下山は分岐の標識まで戻り岩屋ダム側へ少しくだり２か所の階段を下ると財賀寺の分岐に
でて５分で本堂の右に出た。ここからは山門まで急な階段を下り財賀寺（駐）１０：４５に到着して無事下山を感謝。
次に吉祥山へ移動する。豊川Ｉｃから１５１号を新城方面に進み豊川市一宮支所をすぎ右折して県道３８１号に入る。
金沢橋を渡り、金沢の信号をそのまま進み、豊橋市の看板がでたら左側に石巻西川地区工業団地の看板をみながら左折すると吉祥山ふれあいの森の（駐）に着く（トイレ、休憩所完備）。直ぐ前にＡコースの登山口がある。

　塚本宅を７：００に出発して豊田南Ｉｃから高速道路で音羽Ｉｃ～財賀寺駐車場８：２７に着く。登山支度をして８：４０
スタートして赤い幟の立てられた山門の左の坂道の両脇にシャガの咲く道を少し行くと観音山登山口が分からない
ので社務所の姉さんに尋ねると白い幟旗のみちを本堂まで行くと本堂の右をまわりこみその裏道が観音山頂上へ
行く登山道になるとの情報を得て白い幟旗の道に沿って登ると大きな弘法大師堂が現れてその脇道を行くと階段の
両脇に１番から８８番までの石仏が並ぶ急な階段道を登りきると本堂に着く。本堂の右に「新四国八十八か所霊場
祀られてあり参拝した（県下にある最古の霊場・・・）９：００．

（活動報告）
２０１４／４／１５（火）　晴れ　今回来年の干支の山の候補として東三河（豊橋～新城）の吉祥山へ下調べのために
山行したので報告します。

 報告日　；2014/4/16

山名：　観音山、　吉祥山　　
山行目的：干支の山（羊年）の候補地
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